
元気にのびのびと育ってね♡
小松 心春ちゃん（10）
　　 楓くん（５）

　コロナ禍でお祭りがしばらく無い中、お姉ちゃんの心
春ちゃんが「ミニプチ祭り」をお家の中で開催してくれ
ました。仲良しのお友達を呼んでボーリングや的当て、
ジュースバイキングなど、準備や風船の飾り付けまで考
えてやってくれたんだとか♪
　弟の楓くんは普段は恥ずかしがり屋な性格ですが、
「ひまー遊んでー」とお姉ちゃんに遊んでもらう事が大
好きで、お姉ちゃんが乗っている自転車を真似して乗れ
るようになりました。
　「元気にのびのびと自分らしく育ってほしい」と、父・
太一さんと母・恵さんは２人の成長を見守っています。

夫婦二人三脚でナス作りに奮闘中
窪田 陽二さん（47）
　　 可奈子さん（38）

　安田町のJAサポートハウスで、１作目のナス栽培に
奮闘する窪田夫妻。「頑張った分だけ成果が出る仕事を
したい」と、昨年３月に約20年勤めていた役場を退職し
た陽二さん。元々家庭菜園をしていて興味のあった農
業の道に進む事を決意しました。
　昨年８月に定植し、自由に働ける農業にやりがいを感
じながらもトラブルに見舞われることも少なくありませんで
したが、農家の先輩やJA職員からの力強いアドバイス
やサポートの手に支えられながら学ぶ毎日です。その一
方で、農業の楽しさも実感している窪田夫妻。２歳と４
歳になる子供と一緒にハウスの作業をしたり家族で遊び
に行ったりと、「自分の好きなペースで働けるので、育児
や趣味の時間が増えて嬉しい」と教えてくれました。
　「今後は、高品質なナスをたくさんとれるように周りの
アドバイスを活かして次作に繋げたい」と、夫婦二人三
脚で新たな目標に向かって着 と々歩みを進めています。

安田支所管
内より

あき支所管
内より

田野支所管内より

鳥達の大合唱 ！
飼い主：髙松 伸夫さん

　髙松家の庭には、キジバトやヒヨコ、地鶏、小軍鶏などの
色んな鳥の音色が響いています。鳥達は毎日、早朝の３時
30分から「コケコッコー」や「ピヨピヨ」と大合唱 ！
　伸夫さんが20歳で狩猟を始めてから、伝書鳩やメジロなど
を採ってきたのをきっかけに飼い始めて今では30羽に ！  魅力
は何といっても、その見た目だそうで立派なトサカや美しい毛
並みの素晴らしさに惹かれたんだとか。鳥以外にも犬や猫に
ハクビシンなど動物大家族で賑やかに暮らしています。
　「動けるうちは動いてこれからも飼い続けたい」と、伸夫さ
んにとって鳥は人生の大切なパートナーです。

こ　まつ　こ　はる

かえで

芸西支所管内より

大切な思い出を
世界に１つだけの形に
髙橋 喜美子さん（86）

　手作りの洋服がとってもお似合いの喜美子さん。家の中
には、丁寧に縫製された手作りのバックに傘や洋服、ワイン
の瓶やアルコール消毒液に着物を着せた人形、草履などが
ずらりと並んでいます。習い事として、日本舞踊やお茶を
習っていたという喜美子さんは「昔からの伝統を大事にして、
思い出の詰まった古いものを活かしたい」と多くの作品は着
物の生地や帯などのリメイクです。コロナが流行りだしてから
売れ行きが好調だったという着物を着たアルコール人形は、
「すごいかわいい」と周りからも大好評です。「本当に欲しい
と思ってくれる人にあげたい。大事にしてくれるから」と直接
足を運んでくれた方に手軽な値段で販売しています。
　お母さんやおばあちゃんのお下がり、着なくなった昔の着
物など家族の思い出がたくさん詰まった大切な品をリメイクし
てみませんか？  リメイクしたい品がございましたら、前日まで
にご連絡ください。

TEL:090－9452－5556
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

芸西支所

あき支所

「なすマダム」テレビ撮影に協力
全国に「高知なす」ＰＲ

土佐弁で「高知なす」をPRする「なすマダム」

　

安
芸
市
施
設
園
芸
品
消
費
拡
大

委
員
会
は
５
月
６
日
、
テ
レ
ビ
朝

日
系
「
林
修
の
レ
ッ
ス
ン 

！  

今
で

し
ょ
」
の
撮
影
に
協
力
し
ま
し
た
。

「
高
知
な
す
」
を
使
っ
た
料
理
４
品

を
作
り
、Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

同
番
組
は
、
普
段
は
教
え
る
立

場
の
林
さ
ん
が
生
徒
に
扮
し
、
様
々

な
分
野
に
精
通
し
た
講
師
が
知
ら

な
い
世
界
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
す
。
同
委
員

会
メ
ン
バ
ー
の
生
産
者
「
な
す
マ

ダ
ム
」
が
、「
な
す
の
た
た
き
」
と

「
な
す
の
豚
肉
巻
き
」「
な
す
の
煮
び

た
し
」「
な
す
の
バ
ン
バ
ン
ジ
ー
」

を
調
理
。
な
す
マ
ダ
ム
は
、「
ナ
ス

は
ど
ん
な
料
理
に
も
お
酒
に
も
合

う
き
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
よ
ー
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

一
緒
に
調
理
し
た
な
す
マ
ダ
ム

の
尾
木
浩
子
さ
ん
は
「
こ
の
機
会

に
ナ
ス
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
全
国
に
『
高
知
な
す
』
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

的
で
す
。

　

同
番
組
で
は
、
他
に
も
全
国
の

夏
野
菜
を
特
集
。
生
産
者
が
、
栄
養

を
逃
さ
な
い
食
べ
方
や
保
存
方
法

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
番
組
は
、
５

月
31
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

地区本部安芸営農経済センター 第17期ちゃぐりん塾
スタート ！

多文化共生講座
～ベトナム編～

　

５
月
21
日
、「
第
17
期
や
っ
ぱ
り

農 

！  

い
き
い
き
ち
ゃ
ぐ
り
ん
塾
」

の
開
校
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

管
内
５
小
学
校
か
ら
21
人
が
参
加
し
、

み
ん
な
で
楽
し
く
食
と
農
を
学
び
ま

す
。

　

開
校
式
の
後
は
、
育
苗
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
、
お
米
の
種
子
が
苗
に
育

つ
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。
お
米
の
苗

「
ひ
の
ひ
か
り
」
の
バ
ケ
ツ
稲
作
り
に

も
挑
戦
し
児
童
は
「
バ
ケ
ツ
に
植
え

る
の
が
面
白
か
っ
た
。
土
が
冷
た
く

て
楽
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

今
後
は
秋
ご
ろ
に
児
童
た
ち
が
カ
マ

を
使
っ
て
稲
刈
り
を
行
う
予
定
で
す
。

営農企画課の公文さんから苗の植え方を教わる児童

室戸支部の取り組み活動について発表する山下支部長

　

Ｊ
Ａ
高
知
女
性
組
織
協
議
会
は

４
月
25
日
、
第
71
回
通
常
総
会
を

南
国
市
で
開
き
ま
し
た
。 　
　

　

同
会
議
で
は
女
性
部
組
織
の
活

動
体
験
発
表
が
行
わ
れ
、
女
性
部

安
芸
地
区
代
表
と
し
て
室
戸
支
部

長
の
山
下
福
恵
さ
ん
が
発
表
。
災

害
時
に
保
存
の
き
く
救
荒
植
物
を

使
っ
た
料
理
を
市
民
へ
振
る
舞
う

様
子
や
室
戸
支
部
独
自
に
行
わ
れ

て
い
る
「
焼
肉
の
た
れ
作
り
」
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
山

下
支
部
長
は
「
今
後
も
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
啓
発
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

室戸支所

豊作の願いを込めて田植えをする早乙女たち

　

５
月
26
日
の
「
一
粒
万
倍
日
」
に

合
わ
せ
て
、
安
芸
郡
芸
西
村
で
「
新

嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）」
に
献
上

さ
れ
る
献
穀
米
の
御
田
植
え
式
が

あ
り
、
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。Ｊ

Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
管
内
か
ら
の

献
穀
者
は
５
年
ぶ
り
。
行
政
や
式

典
を
主
催
す
る
新
嘗
祭
献
穀
芸
西

村
実
行
委
員
会
な
ど
関
係
者
30
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

献
穀
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
高
知
県
安

芸
地
区
稲
作
部
会
の
谷
山
広
明
さ

ん
は
「
周
り
の
人
と
協
力
し
な
が

ら
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
初
心
に
戻
っ
て
一
か
ら

勉
強
し
な
が
ら
作
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

谷
山
さ
ん
の
水
田
で
は
、「
に
こ

ま
る
」
の
苗
を
早
乙
女
５
人
が
田

植
え
定
規
を
使
っ
て
１
つ
ず
つ
丁

寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

御
田
植
え
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
ら
は

「
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。
美
味
し

い
お
米
に
な
っ
て
献
上
で
き
れ
ば

嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

米
は
９
月
下
旬
に
収
穫
し
、
11

月
に
皇
室
へ
献
納
す
る
予
定
で
す
。

安芸営農経済センター

室戸支部活動発表

安芸集出荷場の仕事について発表するレヴァンソンさん（左）

　

主
催
の
公
益
社
団
法
人
高
知
県
国

際
交
流
協
会
は
５
月
22
日
、
安
芸
市

在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
と
の
交
流
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
出
身
で
Ｊ
Ａ
高
知
県

安
芸
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
働
く

レ
ヴ
ァ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
講
師
と
な

り
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
の
選
果
や
袋

詰
め
作
業
な
ど
に
つ
い
て
日
本
語

で
発
表
し
ま
し
た
。
講
師
の
レ
ヴ
ァ

ン
ソ
ン
さ
ん
は
「
緊
張
し
た
が
楽
し

か
っ
た
。
今
後
も
日
本
語
を
も
っ
と

勉
強
し
て
、
将
来
は
ベ
ト
ナ
ム
で
日

本
語
の
先
生
を
し
た
い
」
と
意
気
込

み
ま
し
た
。

柑橘ジュースの飲み比べをしながら意見を交わす部員

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
果
樹
部
は

５
月
23
日
の
総
会
で
柑
橘
ジ
ュ
ー
ス

の
飲
み
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
飲
み

比
べ
を
行
っ
た
柑
橘
ジ
ュ
ー
ス
は
柑

橘
の
美
味
し
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
N
P
O

法
人
柑
橘
ソ
ム
リ
エ
愛
媛
の
12
種
類

を
用
意
。
果
汁
の
色
や
香
り
、
味
な

ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
比
較
し
た
。

　

同
部
の
千
光
士
尚
史
部
長
は

「
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
飲
み
比
べ
る
こ
と

で
、
ど
の
柑
橘
が
加
工
用
に
向
い
て

い
る
の
か
分
か
っ
た
。
種
類
に
よ
っ

て
個
性
が
生
か
さ
れ
て
い
て
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

柑橘ジュース12種類飲み比べ

5月26日は「一粒万倍日」
豊作願い献穀米の卸田植え式開催



【
病
害
虫
防
除
】

　

梅
雨
時
期
は
曇
天
の
日
が
続
き
温
度
と

湿
度
が
高
い
た
め
、
病
気
が
発
生
し
易
い

状
況
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
梅
雨
明
け
後

は
、
土
壌
の
過
乾
燥
と
ダ
ニ
類
等
の
害
虫

の
発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
黒
点
病
防
除

　

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
等

※ 

収
穫
前
日
数
に
注
意

　
（
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
収
穫
90
日
前
）

○
ダ
ニ
類
防
除

　

ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
等

　
（
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
・
サ
ビ
ダ
ニ
同
時
防
除
）

※ 

ダ
ニ
類
防
除
は
た
っ
ぷ
り
と
ム
ラ
な
く

　

 

薬
剤
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
乾
燥
対
策
】

　

梅
雨
明
け
後
の
乾
燥
期
を
迎
え
る
ま
で

に
敷
き
草
や
敷
き
わ
ら
を
行
な
い
土
壌
の

乾
燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
晴
天
が

10
日
間
以
上
続
く
時
は
潅
水
な
ど
の
対
策

を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

※ 

防
除
等
の
作
業
は
で
き
る
だ
け
、
午
前

　

 

中
の
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
、
水
分
の

　

 

補
給
を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
熱
中

　

 

症
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　 オ

ク
ラ

栽
培
管
理

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
開　賢一

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

【
摘
果
】

　

摘
果
の
目
的
は
①
花
芽
着
生
の
安
定
、

隔
年
結
果
防
止 

②
果
実
肥
大
の
適
正
化
、

品
質
の
向
上 

③
収
穫
や
選
果
労
力
の
節

減 

④
樹
勢
の
回
復
や
幼
木
の
樹
冠
拡
大

等
が
あ
り
ま
す
。

　

摘
果
の
時
期
は
果
実
の
二
次
生
理
落
果

が
終
了
す
る
７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
頃
に

肥
大
促
進
の
為
の
荒
摘
果
を
行
な
い
、
８

月
下
旬
頃
か
ら
品
質
向
上
の
為
の
仕
上
げ

摘
果
を
行
な
い
ま
す
。

　

摘
果
は
病
害
虫
の
被
害
果
や
奇
形
果
、

風
傷
果
や
小
玉
果
、
成
り
過
ぎ
た
果
実
等

を
中
心
に
行
な
い
ま
す
。
種
類
、
品
種
、

台
木
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
温
州
み

か
ん
で
は
、
葉
果
比
（
果
実
１
個
あ
た
り

の
葉
の
枚
数
）
25
枚
程
度
、
ポ
ン
カ
ン
、

ユ
ズ
、
土
佐
ぶ
ん
た
ん
な
ど
で
は
葉
果
比

80
〜
１
０
０
枚
前
後
を
目
安
と
し
ま
す
。

幼
木
で
は
多
く
着
果
さ
せ
る
と
樹
の
発
育

伸
長
が
鈍
く
な
る
の
で
、
早
め
に
摘
果
を

行
な
い
樹
冠
の
拡
大
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

カ
ン
キ
ツ
は
隔
年
結
果
の
起
こ
り
や

す
い
作
物
で
す
。
摘
果
を
実
施
し
、

隔
年
結
果
の
軽
減
や
品
質
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ 

摘
果
・
病
害
虫
防
除

福
永　

涼
太

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組

農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

荷
後
に
腐
敗
の
原
因
と
な
る
黒
斑
病
の

薬
剤
防
除
（
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
物
５
０
０

０
倍
な
ど
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
台
風
対
策
】

　

台
風
前
に
は
、
暴
風
に
よ
る
倒
伏
や

茎
葉
の
す
れ
等
に
よ
る
損
傷
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
杭
の
補
強
や
マ
イ
カ
ー
線
等

を
２
〜
３
段
張
る
な
ど
の
暴
風
対
策
を

行
い
ま
す
。

　

台
風
通
過
後
、
潮
害
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
圃
場
で
は
、
速
や
か
に
き
れ
い

な
水
で
塩
分
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
暴
風
雨
に
よ
る
茎
葉
の
損
傷
、

果
莢
の
ス
レ
に
よ
る
品
質
低
下
を
改
善

し
て
い
く
た
め
、
倒
伏
し
た
も
の
は
早

く
引
き
起
こ
し
、
樹
高
に
合
わ
せ
て
マ

イ
カ
ー
線
を
修
繕
し
ま
し
ょ
う
。

　

冠
水
し
た
圃
場
で
速
や
か
に
排
水
を

行
う
と
と
も
に
、
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

１
０
０
０
倍
な
ど
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

天
気
回
復
後
は
、
病
害
発
生
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、
草
勢
の
低
下
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
メ
リ
ッ
ト
青
（
３
０
０
〜

５
０
０
倍
）
な
ど
の
葉
面
散
布
剤
を
散

布
し
草
勢
の
回
復
に
努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ス
レ
果
は
圃
場
で
目
視
し
、
荒

選
果
し
て
除
外
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
潅
水
】

　

晴
天
日
が
続
く
時
に
は
潅
水
を
行
い

ま
す
。
高
温
期
に
は
潅
水
し
た
水
が
高

温
に
な
り
、
根
痛
み
の
原
因
と
な
る
事

が
あ
る
の
で
夕
方
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
追
肥
】

　

栽
培
暦
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

肥
体
系
に
沿
っ
て
草
勢
に
応
じ
た
追
肥
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

　

害
虫
で
は
、
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
や
ヨ
ト
ウ

ム
シ
類
が
多
発
し
な
い
よ
う
、
初
期
防

除
に
努
め
ま
す
。

　

発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
（
２
０
０
０
〜
４

０
０
０
倍
）、
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
２
０

０
０
倍
）
な
ど
で
防
除
を
行
い
ま
す
。

B
T
剤
（
エ
コ
マ
ス
タ
ー
B
T
や
ゼ
ン
タ
ー

リ
顆
粒
水
和
剤
の
１
０
０
０
倍
な
ど
）
を

併
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

病
害
で
は
、
う
ど
ん
こ
病
や
黒
斑
病

の
発
生
に
注
意
し
、
定
期
的
な
薬
剤
散

布
に
よ
る
予
防
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
出

　

台
風
は
オ
ク
ラ
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
し
っ
か
り
対
策

を
し
て
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
ま
し
ょ
う
。

 

●
は
じ
め
に

　

近
年
、
皆
さ
ん
の
耳
に
触
れ
る
機
会
が
多

く
な
っ
た
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
に
は
、「
食
品
安
全
」、

「
環
境
保
全
」、「
労
働
安
全
」、「
人
権
保
護
」、

「
農
場
経
営
」
と
い
う
５
つ
の
項
目
が
あ
り
ま

す
。「
労
働
安
全
」
は
農
業
者
の
身
を
守
る
意

味
か
ら
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

　

気
温
が
30
℃
を
超
え
る
日
も
多
く
な
っ
て

く
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
農
業
者
の
身
を
脅

か
す
の
が
熱
中
症
で
す
。
最
悪
の
場
合
、
死

を
招
く
こ
と
も
あ
る
熱
中
症
は
、
温
暖
化
の

影
響
で
そ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
屋
外
で
作
業
す
る
こ
と
の
多
い

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、「
熱
中
症
対

策
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
現
状

　

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は

年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
全
国
で
毎

年
20
人
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故
の

80
％
以
上
が
７
〜
８
月
に
集
中
し
て
い
ま
す

が
、
ハ
ウ
ス
内
で
は
５
〜
６
月
に
も
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
（
左
図
）。

●
症
状

　

め
ま
い
、
失
神
、
頭
痛
、
大
量
の
発
汗
、

吐
き
気
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
、
け
い
れ
ん
、
高

体
温
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
場
合
は

熱
中
症
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

●
対
策

　

熱
中
症
リ
ス
ク
の
予
測
に
は
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
有
効
で
す
。
前
日
に
熱
中

症
の
リ
ス
ク
を
予
測
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
通
知

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
環
境

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

作
業
は
気
温
が
比
較
的
低
い
早
朝
か
ら
始

め
て
、
気
温
が
高
く
な
る
真
昼
は
で
き
る
だ

け
休
憩
時
間
に
あ
て
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
中
に
は
、
こ
ま
め
に
休
憩
す
る
こ
と

を
意
識
し
て
、
ほ
場
の
近
く
に
涼
し
い
休
憩

所
を
構
え
て
、
１
時
間
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本

（
５
０
０
㎖
）
を
目
安
に
水
分
と
塩
分
を
補
給

し
ま
し
ょ
う
。
空
調
服
の
利
用
も
有
効
で
す
。

そ
の
場
合
、
水
分
不
足
を
感
じ
づ
ら
い
の
で
水

分
補
給
を
い
つ
も
以
上
に
意
識
す
る
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
日
常
生
活
で
は
、
睡
眠
を
十
分
に
と

る
、
朝
食
を
抜
か
な
い
、
作
業
の
前
日
に
過

度
な
飲
酒
を
し
な
い
等
、
体
調
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

あ
わ
せ
て
、
作
業
は
で
き
る
だ
け
複
数
人

で
行
い
、
も
し
１
人
で
作
業
す
る
場
合
は
、

家
族
や
周
り
の
人
に
「
ど
こ
で
、
な
に
を
、
何

時
ま
で
」
す
る
か
伝
え
て
か
ら
出
か
け
る
こ
と

で
、
熱
中
症
に
な
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た
時
の

発
見
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
も
し
熱
中
症
に
な
っ
た
ら

　

熱
中
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
す
ぐ
に
作

業
を
中
断
し
て
、
ま
ず
涼
し
い
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
、
体

を
冷
や
し
て
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。
症
状
が
回

復
し
な
い
場
合
に
は
病
院
で
手
当
て
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

も
し
意
識
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
発

見
者
が
救
急
に
連
絡
し
や
す
い
よ
う
に
、
ほ

場
付
近
に
緊
急
連
絡
先
を
掲
示
し
て
お
く

と
、
い
ち
早
く
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
さ
い
ご
に

　

農
業
者
に
と
っ
て
体
の
健
康
は
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
今
か
ら
熱
中
症
対
策
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

農作業中の熱中症による月別死亡者数
（平成22～令和元年の累積）
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７～８月の
発生が多い一方、
３～６月でも発生
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▼
い
つ
も
、
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
ハ
ウ
ス
み
か
ん
」
は
酸
味
と
濃
い
甘
み

の
バ
ラ
ン
ス
が
た
ま
ら
な
い
美
味
し
さ
で
す
。

豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
ば
か
り
な
の
で
め
げ
ず

に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

毎
回
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
ろ

そ
ろ
私
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
か
な
？  

「
ハ
ウ
ス
み
か
ん
」
孫
と一緒
に
食
べ
た
い
な
♥

（
あ
き
支
所
・
59
歳
）

▼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！  
５
月
の
誕
生

石
の
宝
石
言
葉
は
幸
福
・
幸
運
だ
そ
う
で

す
。
た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

答
え
の
エ
メ
ラ
ル
ド
は
私
の
誕
生
石
で
す
。

（
あ
き
東
支
所
・
68
歳
）

▼
き
っ
と
息
子
さ
ん
も
高
知
の
野
菜
の
と
り
こ

で
す
ね
♪  

私
も
関
西
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
近

所
の
ス
ー
パ
ー
で
「
高
知
県
産
」
の
食
材
を
見
つ

け
て
は
買
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

月
に
１
回
東
京
の
息
子
達
に
い
ろ
ん
な
野
菜

と
一
緒
に
「
高
知
な
す
」
を
入
れ
ま
す
。
こ
っ

ち
に
い
る
時
は
全
然
だ
っ
た
の
に
今
で
は
大
喜

び
し
て
く
れ
ま
す
。

（
あ
き
北
支
所
・
47
歳
）

な
す
マ
ダ
ム
が
作
る
「
高
知
な
す
」
を
１
週

間
の
レ
シ
ピ
に
加
え
、
血
圧
の
安
定
を
計
っ

て
い
ま
す
。

（
室
戸
支
所
・
77
歳
）

▼
な
す
マ
ダ
ム
の
動
画
を
見
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
高
知
な
す
」
の
効
果

と
美
味
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
頑
張
り
ま
す
。
今
後
も
動
画

を
増
や
し
て
い
く
の
で
お
楽
し
み
に
！

▼「
な
す
餃
子
」
毎
年
、
春
に
開
催
し
て
い

る
「
手
づ
く
り
登
り
窯
フ
ェ
ス
タ
」
に
て
販

売
し
て
い
ま
す
！  

今
年
も
大
好
評
で
し

た
。
広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
チ
ェッ
ク
い
た

だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

11
ペ
ー
ジ
の
「
安
芸
地
区
か
ら
こ
ん

に
ち
は
」
の
趣
味
の
人
編
で
掲
載
し
て

い
る
髙
橋
喜
美
子
さ
ん
に
着
物
の
帯
で
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
バ
ッ
ク
を
作
っ
て

頂
き
ま
し
た
♪

　

早
速
、
い
つ
も
の
お
礼
と
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
大
好
き
な
祖
母
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
、
驚
き
な
が
ら
も
「
気
に
入
っ

た
♪  

お
気
に
入
り
」
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
バ
ッ
ク
に
財
布
や
携
帯
を
入
れ
て
い
る

姿
を
見
て
私
ま
で
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
「
な
ん
で
も
な
い
日
」
に

も
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
恒
石
）

税務相談日 令和４年８月17日（水）
あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

特
集
を
読
ん
で
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
県
産
の

農
産
物
が
民
間
企
業
と
連
携
し
て
世
に
出
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
ま
し
た
。「
な
す
餃

子
」
を
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

（
北
川
支
所
・
54
歳
）

６
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
、

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

10
ペ
ー
ジ

安
芸
地
区
か
ら
こ
ん
に
ち
は
農
家
編

大
西
達
人
さ
ん
の
栽
培
面
積

誤
：
ユ
ズ
６
ア
ー
ル

正
：
ユ
ズ
70
ア
ー
ル

家の光おすすめ図書

●『花を育ててみたいのですが。
　枯らさないコツ、花屋が教えます』
　 花福こざる　著
　 定価：1,540円（税込）
　かたわらマンガ家でもある著者が、マンガを交えて花
の育て方を基本から詳しく解説。栽培法、初心者がや
りがちな失敗や花の雑学など、楽しく学べる。鉢花、グ
リーン、ハーブなど人気の60種を掲載。

●『もしものときに役立つ
　わが家の防災ハンドブック』
　 山村武彦　監修
　 定価：1,320円（税込）
　近年増え続けている自然災害。自分や家族の命を守
り被害を最小限に抑えるためには何が必要なのか。発
生時に慌てないための正しい知識や事前の対策、応急
処置の方法などを詳しく紹介。自宅に常備したい一冊。

●『散歩で見かける　樹木の見分け方図鑑』
　 岩谷美苗　著
　 定価：1,760円（税込）

　樹木医兼森林インストラクターの著者が教える、
初心者でもわかる樹木の見分け方。身近な樹木
100種を厳選し、基本情報のほか匂いや手触りの
違いなど、見分ける際の特徴を写真で解説。

●『フルーツをもっとおいしく楽しむ本』
　 後藤浩一　著
　 定価：1,760円（税込）

　パフェ好きの人に有名な老舗パーラーの店主が
教える、人気フルーツの取り扱い方とレシピ。きれ
いな皮のむき方、切り方をはじめ、コンポートやソー
スなどひと手間加えるだけの簡単メニューを紹介。

●『菓子工房ルスルスのカスタードの本』
　 新田あゆ子　著
　 定価：1,650円（税込）

　人気菓子店店主が基本のカスタードをはじめ、クリー
ムをたっぷり味わえるお菓子レシピを紹介。プロセス写
真を豊富に使い、初心者にもわかりやすく解説。自分
で作るからこそ、フレッシュな味わいが楽しめる。

●『魅せる苔テラリウムの作り方』
　 石河英作　著
　 定価：1,650円（税込）

　人気の苔テラリウム本第二弾。コケを切り刻んで石
にのせたり、巻きつけたりしてふやす「着生」に注目。
自在にコケを生やせるから自然の風景に近い作品が楽
しめる。種類別のふやし方や飾り方、管理法も紹介。

お問い合わせは各支所窓口まで ！

お
詫
び
と
訂
正


